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デジタル田園都市国家構想は、公共部門を民間企業の金儲けに
　　　　第12回和歌山県住民要求研究集会が開催されました　　
[image: image1.jpg]


10月8日（土）に住民要求研究集会が開催されました。記念講演は、奈良女子大学の中山徹先生が「デジタル田園都市国家構想の概要、問題点、対抗軸」について話されました。デジタル田園都市国家構想の目的は、公共部門を民間企業に開放することにあると指摘。住民サービスを企業に担わせることによって、利用料負担が発生し、お金のあるなしでサービスが受けられるかどうかが決まります。住民福祉や地方自治が崩壊してしまいます。中山先生は「情報技術の発展が住民自治の拡充につながるようにすべきだ」と訴えました。
★コロナ禍では、弱い立場にある方々がもっとも影響を受けた

第2分科会は、「コロナ禍、物価高騰から住民のくらしを守る課題と運動を研究する」と題して開かれました。民医連から、フードバンクでの生活相談活動、生活保護利用者の通院移送費、車の日常使用問題について報告がされました。コロナ禍では弱い経済的に立場にある方々がもっとも影響を受けて一層暮らし向きが厳しくなっている状況が見えました。また生活保護利用者に対して、車の使用を制限するなど現代の文化的な生活を送る権利を奪うことの理不尽さもクローズアップされました。
★インボイス～中小零細企業つぶし、文化風土も破壊する
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民商から、中小企業の営業とくらしを守る取り組みについて報告がされました。この中でインボイス（適格請求書）問題が議論になりました。今は免税業者である中小零細業者が取引先からインボイス発行を求められることになり、免税業者も消費税を払わなければならなくなります。年収300万円のアニメーターで13万6200円の消費税を負担しなければならないという試算が出ています。シルバー人材センターで働く労働者、役場と取引をしている業者もインボイス発行を迫られる心配があります。届け出は来年3月まで、来年10月から実施されます。声優、アニメーター、フリーターなどの皆さんが中止を求める声を上げています。脈々と紡がれてきた文化風土までも破壊されてしまいます。
★橋本伊都社保協結成5年間の活動報告～議会の土俵に住民の要求をのせてきた　
橋本伊都社保協は、結成以来5年間の活動を報告しました。国保や介護保険、小中学校へのエアコン設置、新型コロナ禍での保険料の減免実施、75歳以上の医療費窓口負担の2割化反対など住民の要求を取りあげて議会に請願・陳情を繰り返して行ってきました。請願の結果が不採択になったとしても、住民要求が議会での議論の土俵にのぼる意義は大きいです。
学習会にも力を入れてきました。5年間に7回の学習会を企画し、のべで198人が参加されました。
�





�









